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各自治体の成功事例

【資料６】
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滋賀県甲賀市
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滋賀県甲賀市

• 支援者から、勉強の場が少ない等の声が聞かれていた。

•受け身の勉強会ではなく、主体的に語ることに焦点を当てた勉強会を実施したかった。

開始の経緯

•保健・福祉に関する情報を発信しているフェイスブックアカウントがあり、そこに情報を載せている。（市公
式のものではない。）

周知方法

•終業後に市職員が任意で実施している。

運営方法

•３か月に１度開催。

•毎回２０人ほどが参加。（1/3は市職員）

• 参加者は保健師、看護師、社会福祉士、介護士など。

•多職種の情報交換の場にもなっている。

現在の状況

支援者のレベルアップ
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福岡県
久留米市
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福岡県久留米市
• 令和３年４月から実施。

•広報課での経験がある職員が一般の方が気づきにくい福祉のことにも光を当てたいと始めた。

開始の経緯

•発行時に久留米市の公式ラインで周知。（受信要望設定があるため、福祉の受信を希望している人にしか通知
は届いていない可能性がある）

•協議会で周知しており、そこから口コミで広がっていることも考えられる。

周知方法

•取材先の発掘、取材、編集、発行まで、すべて市職員が実施。

運営方法

•１～２か月に１回発行。

•予算がついていない事業であるため、基本的にはWeb上でのみの公開。

•発行時に数冊印刷し、窓口に置いている。

現在の状況

広報による福祉サービスや事業の
周知を実施。
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岩手県
北上市
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岩手県北上市
• 令和２年以前、「市⾧と語る会」という会で引きこもりについて居場所がないと意見が出ていた。厚労省の支
援スキームにも段階的支援が必要と記載があり、市として足りていないものは何か考えた。ネットワーク協議
会にて、能動的な部分ではアウトリーチが、受動的な部分では居場所がないということに気づき、市に答申と
して上げてもらった。その内容に対する施策としてワラタネスクエアが開始となった。

開始の経緯

• 市の公式SNSで周知。

• 運営事業所のSNS。

• 立ち上げ当時は、地元の新聞が取材に来たり、地元TVで特集が組まれたりしたため周知に役立ったと思う。

周知方法

• ひきこもり親の会「ワラタネ」が運営している。居場所を作るという話になった際に「やってみたい。」と声
を上げてくれた。

•労働組合法で、少人数の事業所でも法人格を取れるようになったため、法人格をとってもらい委託した。

運営方法

• 年間のべ2,000人～3,000人の方が利用している。

現在の状況

居場所づくり


